
パ リ

サケ & 日本ウイスキー & 日本ビール watching in PARIS 2015

「メゾン・ド・ウイスキー(LMDW)」

 オデオンの角のスピリッツ専門店。定点観測6年目。日本ウイスキーの
棚を観察して2014年と変わった点は、「山崎」「余市」などから年数が
消えた「ノンビンテージ化」（ただし、宮城峡と余市は10年もの12年もの

が別の棚にまだ残っていた、価格はずいぶん高いが）、そして、新しく本
坊酒造の「マルスウイスキー駒ケ岳」が並んだ事。

 私が左手に持つ「ベンチャーウイスキー」 （きた産業がパッケージ資材を

納入させていただいています！）はこのお店のお勧めウイスキーで、売れ
筋。右手に持つのは出来立ての「LMDW・2016年カタログ」（厚さ2cmく

らいのとても立派な本）で、ウイスキーを中心に世界の魅力的なお酒を
掲載。この本で紹介される日本ウイスキーは10種。ニッカ4種、ベン
チャー5種、そして本坊酒造1種（「越百（コスモ）」）。

 「LMDW・2016年カタログ」にはSakeのセクションもあって、「獺祭」「寺田
本家」「玉川」「鍋島」の4種が紹介される。地下の日本酒・和のリ
キュール売り場のラインナップは、2014年とそれほど変わっていない。
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「Workshop Issé（いせ） / Bis 」

 オペラ近くにある高級日本食材店。定点観測7年
目。道を挟んで2店舗あって、南側がWorkshop 
Issé、北側がサケ専門のBis。この日は偶々常連ら

しい日本人一家（オランダ在住だが、パリまでサケを
買いに来たという！）がいたが、来店客のほとんどパ
リジャン・パリジェンヌ。

 販売しているサケ銘柄は、オーナー黒田さん（赤い
エプロン姿）と奥さんの「サケ審美眼」が色濃く反映
されている。個人的好みと非常に合致するので、パ
リに来るとこの店をのぞきにくることになる。

 昨年に比べて銘柄の大きな変化はないが、冷蔵
リーチインのなかのスパークリング清酒が充実したよう
に感じた。

 ちょうど昼頃の訪問だったので、初めてIsséの昼定食

をいただく。ご覧のように、ごはん、味噌汁、煮付けな
ど純和風。当方以外のお客様は全員フランス人。
かつては味噌汁の「麹の臭い」は欧米人に嫌われた
ものだが、様変わり。日本酒（ワイングラスで飲んで
いる）が誠に美味しい。 (page 2/4)
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「 Kioko（京子） 」

 同じくオペラ近く。パリの、というよりヨーロッパの日本食材店の老
舗。お米、味噌、醤油、豆腐、ラーメンまで、総合的な品ぞろえ。
いつ行っても店内はにぎわっている。来店客は、日本人半分、フラ
ンス人半分。

 訪問した日は偶々「お酒セール」期間中で、清酒も焼酎も梅酒も、店内すべ
てのお酒が20％引きのプロモーション中（お酒の値札の後ろに「-20％」の赤の帯
札）。日本でもこんなセールがあれば！

 月桂冠が特に充実。日本製とカリフォルニア製が各種ある。また月桂冠以外の
ナショナルブランドも数銘柄。地酒が圧倒的に多く、 「日本名門酒会」銘柄

（肩張りマークで判る）のほか、名門酒会以外の銘柄も多数。左下の写真で
手に持っているのは「吉乃川」のアルミ缶（きた産業がパッケージ資材を納入さ
せていただいています！）で、5.95€ 。新しく今年から入ったのだと思います。

 右下の写真は、Kiokoの手作りのJapon Sake Mapチラシと、パリの日本語新
聞「OVNI」（月2回のこのフリーペーパーも老舗。6万部発行！）に掲載されてい
た京子の「お酒セール」の広告。
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日本ビール観察

 Kiokoで日本ビールを観察。メジャーブランドは2
銘柄。330ml缶で、アサヒスーパードライ（チェコ
製）は1.6€、キリン一番搾り（ドイツ製）は1.5€ 。

 「ベルギー製の（！）日本のクラフトビール」が2品
ありました。

①「馨和（かぐわ）」は日本クラフトビール社の山
田司朗さんが、ベルギーのデグラール醸造所に
委託して製造するもの。売っていたのはユズと山
椒で、3.5€。

②「初陣（ういじん）」は東京のデリリウムカフェの
社長でベルギービール騎士の菅原亮平さんが、
ベルギーのジャンラン醸造所に生産を委託する
もの。3.5€。

（このほかに③「欧和（おうわ）」－キリンビール勤
務の経験のある今井礼欧さんが、2007年から
ヴァン・デン・ボッシュ醸造所で製造－も、 2.5€と
2.95€の値札だけありましたが、棚は品切れだっ
た。）

 お酒ではありませんが「PETボトル入りラムネ」も
発見。きた産業がPETボトルを納入させていただ
いています！

 パリの空の下セーヌは流れ、ホテルの屋根裏の
部屋ではサケを楽しむ。「 Isséで買い求めた黒
龍と楯野川をワイングラスで飲む」、の図。

 私はいけなかったが10月31日と11月1日、第3
回の「Salon du Sake 2015」の開催を知らせる

チラシや新聞広告。スポンサー欄に月桂冠、
宝酒造、FOODEXなどの社名が見える。（この
2週間後にテロ事件が起こった。） (page 4/4)
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